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［
二
〇
二
一
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集　

進
化
・
宗
教
・
国
家

コ
メ
ン
ト

：「
進
化
・
宗
教
・
国
家
」
を
め
ぐ
る
三
つ
の
問
題
系

大
谷
　
栄
一

1　

三
人
の
報
告
の
位
置
づ
け

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
進
化
・
宗
教
・
国
家
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
が
、「
進
化
論
と
宗
教
」「
宗
教
と
国
家
」「
国
家
と
進
化
論
」

の
問
題
系
に
分
節
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ク
リ
ン
ト
ン
・

ゴ
ダ
ー
ル
氏
、
田
中
友
香
理
氏
、
李
セ
ボ
ン
氏
の
各
報
告
の
力
点

を
こ
れ
ら
の
問
題
系
に
即
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
（
た
だ
し
、
三
人
は
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
系
、「
進
化
」「
宗
教
」「
国
家
」
の
相
互
連
関
性
に
言
及
し
て
い

る
）。

　

進
化
論
と
宗
教
→
ク
リ
ン
ト
ン
・
ゴ
ダ
ー
ル

　

宗
教
と
国
家
→
李
セ
ボ
ン

　

国
家
と
進
化
論
→
田
中
友
香
理

　

今
回
の
三
人
の
報
告
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
か
ら
、
こ
れ
ら
三

つ
の
問
題
系
に
関
す
る
新
た
な
視
点
を
提
示
し
た
成
果
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

2　

三
報
告
の
主
要
論
点
の
整
理

　

上
記
の
位
置
づ
け
を
も
と
に
、
ま
ず
、
三
報
告
の
主
要
な
論
点

を
整
理
す
る
。
三
人
の
報
告
は
、
各
自
の
単
著
（
ゴ
ダ
ー
ル
［
二

〇
二
〇
］、
田
中
［
二
〇
一
九
］、
李
［
二
〇
二
〇
］）
に
も
と
づ
い
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
成
果
も
参
照
し
つ
つ
、
以
下
、
私
の
専
門
で

•••••••••••••••••••••••••••••••••••
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あ
る
近
現
代
日
本
宗
教
史
の
観
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

　

ま
ず
、
ゴ
ダ
ー
ル
報
告
で
は
、
日
本
に
お
け
る
進
化
論
の
受
容

史
の
解
明
が
め
ざ
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
近
現
代
日
本
の
進
化

論
に
関
す
る
「
定
説
」
を
根
底
か
ら
捉
え
直
す
も
の
だ
っ
た
。

　

ゴ
ダ
ー
ル
氏
は
進
化
論
の
政
治
的
・
宗
教
的
・
思
想
的
な
多
面

性
を
指
摘
し
、
と
く
に
進
化
論
思
想
（
科
学
思
想
）
と
宗
教
思
想

の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
の
相
互
作
用

─
単
著
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
宗
教
と
進
化
論
の
相
互
作
用
」（
ゴ
ダ
ー
ル
［
二
〇
二
〇
］：
一
三
頁
）

─
に
注
目
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面
と
し
て
、「
社
会

進
化
論
」
と
い
う
用
語
の
問
題
性
、
進
化
論
と
国
家
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
間
の
緊
張
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

　

ゴ
ダ
ー
ル
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
進
化
論
に
顕
著
な
の

は
、
生
物
学
を
社
会
学
に
応
用
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
社
会
・

政
治
的
な
理
念
の
、
自
然
へ
の
送
り
込
み
」
で
あ
る
（
同
：
三
一

三
頁
）。
く
わ
え
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
よ
る
世
界
の
脱
魔
術
化
＝

世
俗
化
に
対
す
る
「
自
然
の
再
聖
化
」（
同
：
三
〇
四
頁
、
三
一
二

頁
）
で
あ
る
と
い
う
。
ゴ
ダ
ー
ル
氏
は
そ
こ
に
「
進
化
と
宗
教
の

共
働
」（
同
：
三
一
二
頁
）
を
看
取
す
る
。

　

次
の
田
中
報
告
で
は
、
加
藤
弘
之
の
思
想
を
事
例
と
し
た
明
治

国
家
と
社
会
進
化
論
の
関
係
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、

加
藤
の
社
会
進
化
論
に
も
と
づ
く
国
家
思
想
の
変
容
（
そ
の
進
化

論
は
「
優
勝
劣
敗
」
→「
天
則
」
→「
自
然
」
へ
）
が
明
示
さ
れ
た
。

　

田
中
氏
に
よ
れ
ば
、「
加
藤
は
自
然
科
学
に
拠
っ
て
生
涯
唯
物

論
と
無
神
論
の
立
場
を
把
持
し
、（
中
略
）
自
然
科
学
は
彼
が
拠
っ

て
立
つ
唯
一
の
基
準
で
あ
っ
た
」（
田
中
［
二
〇
一
九
］：
三
〇
五
頁
）。

た
だ
し
、
興
味
深
い
の
は
、
そ
う
し
た
立
場
性
に
立
つ
加
藤
の
宗

教
観
で
あ
る
。
田
中
氏
は
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
加
藤

が
体
験
し
た
不
思
議
な
夢
の
逸
話
を
紹
介
し
、
加
藤
が
「
神
代
ノ

神
ヲ
信
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
記
し
た
こ
と
に
注
意
を
促
す
。

神
勅
に
も
と
づ
く
近
代
日
本
国
家
の
統
治
の
正
統
性
に
疑
問
を
呈

し
、
天
皇
の
「
神
」
性
を
歴
史
に
求
め
た
加
藤
の
国
家
思
想
の
特

徴
が
摘
出
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
国
家
統
治
の
正
統
性
を
社
会
進
化
論
か
ら
導
か
れ
た

「
自
然
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、
明
治
末
年
〜
大
正
初
期
の
国
体

論
を
否
定
す
る
加
藤
の
思
想
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

最
後
の
李
報
告
は
「
儒
者
」
と
し
て
の
中
村
正
直
の
「
天
」
を

め
ぐ
る
思
想
を
分
析
し
、
中
村
に
よ
る
宗
教
と
国
家
の
捉
え
方
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

中
村
に
は
儒
者
の
姿
勢
が
一
貫
し
て
い
る
が
、
そ
の
思
考
に
は

留
学
体
験
や
明
治
維
新
の
影
響
に
よ
る
変
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
の
国
家
観
は
、
伝
統
的
な
儒
学
の
統
治
観
か
ら
、
西
洋
諸
国
の

国
家
観
に
共
鳴
し
、「
人
民
」
が
統
治
の
主
体
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン

へ
と
変
化
し
た
。
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ま
た
、
そ
の
「
教
法
」
観
に
つ
い
て
、
こ
う
ま
と
め
る
。
中
村

を
は
じ
め
、
明
六
社
同
人
ら
明
治
初
期
の
知
識
人
は
、
人
民
全
体

の
道
徳
的
な
向
上
を
前
提
と
し
た
文
明
開
化
を
実
現
す
る
手
段
と

し
て
教
法
を
捉
え
て
い
た
。
教
法
は
日
本
の
文
明
開
化
の
た
め
の

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
こ
う
し
た
教
法
理
解
の
背
景
に
は
、
儒
学

の
経
書
理
解
に
基
づ
く
世
界
観
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
そ
の
「
教
法
」
概
念
は
「
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
に

よ
っ
て
想
起
さ
れ
る
現
代
語
の
宗
教
観
念
に
近
い
意
味
を
有
し
つ

つ
も
、
一
方
で
（
中
略
）
儒
学
的
文
脈
に
お
け
る
「
教
」
の
意
味

を
も
色
濃
く
帯
び
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
確
認
し
て

お
こ
う
（
李
［
二
〇
二
〇
］：
二
一
六
頁
）。

3　

三
人
の
報
告
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
論
点

　

こ
こ
で
、
以
上
の
三
者
三
様
の
刺
激
的
な
報
告
か
ら
浮
か
び
あ

が
っ
た
論
点
を
、
上
記
の
三
つ
の
問
題
系
に
即
し
て
ま
と
め
直
す

こ
と
で
、
三
人
の
報
告
の
関
連
性
を
示
し
て
み
た
い
。

⑴�

進
化
論
と
宗
教
の
問
題
系

─
「
自
然
の
再
聖
化
」、
汎
神
論
の

問
題

　

ゴ
ダ
ー
ル
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、「
近
代
日
本
に
お
け
る
進
化

論
の
受
容
や
変
貌
や
波
及
の
過
程
に
、
宗
教
は
決
定
的
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
碧
海
［
二
〇
二
〇
］：
三
二

〇
頁
）。
そ
の
影
響
と
し
て
ゴ
ダ
ー
ル
氏
が
挙
げ
る
の
が
、
前
述

の
「
自
然
の
再
聖
化
」
で
あ
る
。
明
治
の
仏
教
者
た
ち
は
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
引
き
起
こ
し
た
世
界
の
脱
魔
術
化
＝
世
俗
化

に
よ
る
不
安
に
対
し
て
、「
自
然
の
再
聖
化
」
を
図
っ
た
。
そ
れ

は
自
然
を
「
意
味
、
善
、
そ
し
て
神
を
包
み
込
ん
だ
場
所
と
し
て

想
像
し
直
そ
う
と
し
た
」
営
為
で
あ
っ
た
（
同
：
一
五
八
頁
）。
進

化
論
が
宗
教
思
想
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
り
、
世
俗
化
の
推
進
力
に

な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
進
化
論
を
一
方
的
に
拒
絶
す
る
わ

け
で
も
な
い
。
受
容
し
つ
つ
、
そ
れ
を
流
用
す
る
こ
と
で
、「
世

俗
化
（
こ
こ
で
は
特
定
の
宗
教
思
想
の
衰
退
を
意
味
す
る
）
と
再
聖
化
は

同
時
に
起
き
る
」
事
態
が
生
じ
た
と
断
じ
る
（
同
：
三
〇
六
頁
）。

　

こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
進
化
論
の
受
容
が
、
世
俗
化
と
再

聖
化
を
同
時
に
も
た
ら
し
た
と
い
う
見
解
は
従
来
の
世
俗
化
論
を

刷
新
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
近
代
化
に
対
す
る
新
し
い
視
点
を

提
示
し
て
い
る
、
と
評
価
し
う
る
。

　

そ
の
「
自
然
の
再
聖
化
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
進
化
論
の
汎
神

論
的
な
解
釈
」（
同
：
五
六
頁
）
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ゴ
ダ
ー

ル
報
告
で
は
、
井
上
円
了
の
『
破
唯
物
論
』（
一
八
九
八
年
）
が
取

り
上
げ
ら
れ
、「
宇
宙
全
体
も
ま
た
一
活
物
な
り
」
と
の
円
了
の

見
解
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
円
了
の
「
真
如
」
観
の
表
明

で
あ
り
、
汎
神
論
を
意
味
し
て
い
た
（
ち
な
み
に
加
藤
弘
之
は
、
こ
の
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書
物
に
対
し
て
「
破
破
唯
物
論
」
と
い
う
反
論
を
発
表
し
て
い
る
）。

　

進
化
論
が
も
た
ら
し
た
思
想
的
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
汎
神
論
を

捉
え
る
こ
と
で
、
エ
マ
ソ
ン
や
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
汎
神
論
と
も
関

連
し
、
ゴ
ダ
ー
ル
報
告
は
李
報
告
と
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

⑵�

国
家
と
進
化
論
の
問
題
系

─
進
化
論
と
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
間

の
緊
張
関
係
の
問
題

　

こ
の
問
題
系
は
、
田
中
報
告
と
ゴ
ダ
ー
ル
報
告
に
関
連
し
、
と

り
わ
け
、
進
化
論
と
国
体
論
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
顕
著
で
あ

る
。
田
中
氏
が
加
藤
弘
之
の
国
家
思
想
と
国
体
論
の
緊
張
関
係
を

考
察
し
て
い
る
。
田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
加
藤
は
社
会
進
化
論
か
ら

導
か
れ
た
「
自
然
」
に
よ
っ
て
立
憲
君
主
制
も
国
体
論
も
基
礎
づ

け
よ
う
と
し
て
、
国
体
論
の
「
神
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
進
化
論
と
国
体
論
の
軋
轢
の
問
題
は
、
明
治
・
大
正
期
に

と
ど
ま
ら
ず
、
昭
和
前
期
ま
で
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
ゴ
ダ
ー
ル
氏

の
報
告
に
明
ら
か
な
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
田
中
氏
の

指
摘
す
る
近
代
日
本
国
家
の
統
治
の
正
統
性
、
天
皇
の
「
神
」
性

に
も
関
わ
る
き
わ
め
て
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
な
お
、
ゴ
ダ
ー
ル

氏
は
、
日
本
で
の
進
化
論
と
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
歴
史

の
最
も
逆
説
的
な
事
実
と
し
て
、「
天
皇
裕
仁
そ
の
人
が
、
生
物

学
者
で
も
あ
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
（
ゴ
ダ
ー
ル
［
二
〇
二

〇
］：
二
四
三
頁
）、
近
代
天
皇
制
の
問
題
に
も
深
く
関
わ
る
論
点
で

あ
ろ
う
。

⑶
宗
教
と
国
家
の
問
題
系

─
「
宗
教
」
と
儒
学
の
問
題

　

晩
年
の
中
村
正
直
が
直
接
整
理
し
た
「
敬
宇
文
庫
洋
書
総
目

録
」
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や religion 

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が

多
い
、
と
い
う
李
氏
の
指
摘
は
興
味
深
い
。「
儒
者
」
と
し
て
の

中
村
に
お
け
る
「
天
」
の
実
在
へ
の
信
念
と
「
教
法
」（
キ
リ
ス
ト

教
）
の
信
仰
の
両
立
、
さ
ら
に
は
国
家
と
の
関
連
を
ど
う
捉
え
る

か
。
李
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
期
以
降
の
中
村
は
「
天
」
の
実
在
を

信
じ
さ
せ
る
た
め
に
「
教
（
法
）」
が
必
要
で
、
そ
れ
に
よ
り
共

同
体
構
成
員
の
道
徳
的
向
上
が
実
現
し
、「
文
明
」
国
に
な
れ
る
、

と
考
え
て
い
た
と
ま
と
め
る
。

　

こ
こ
で
問
う
べ
き
は
、
は
た
し
て
「
宗
教
」
と
は
何
か
、
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
日

本
の
宗
教
研
究
で
「
宗
教
」
概
念
批
判
研
究
と
し
て
議
論
さ
れ
て

き
た
。religion 

の
訳
語
と
し
て
の
「
宗
教
」
は
明
治
十
年
代

に
一
般
化
す
る
が
、
西
洋
の religion 

概
念
に
は
個
人
の
内
面
的

な
信
仰
を
基
調
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
が
強
い

（
磯
前
［
二
〇
〇
三
］）。

　

た
だ
し
、
日
本
の
「
宗
教
」
概
念
批
判
研
究
で
は
、
儒
教
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
不
備
を
指
摘
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31　コメント：「進化・宗教・国家」をめぐる三つの問題系　

•••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••
し
た
の
が
、（
李
氏
も
参
照
し
て
い
る
）
渡
辺
浩
［
二
〇
一
六
］
で
あ
る
。

明
治
初
年
の
「
教
」
と
は
「
何
よ
り
も
、
当
時
の
多
く
の
知
識
人

の
基
礎
教
養
、
儒
学
で
の
意
味
で
あ
ろ
う
」、
と
渡
辺
は
述
べ
る

（
同
：
二
七
五
頁
）。

　

李
氏
に
よ
れ
ば
、
中
村
が
キ
リ
ス
ト
教
に
言
及
す
る
時
に
は

「
教
法
」
を
用
い
、「
宗
教
」
が
翻
訳
語
と
し
て
定
着
す
る
明
治
十

年
代
か
ら
は
「
宗
教
」
と
併
用
し
た
と
い
う
（
李
［
二
〇
二
〇
］：
二

〇
一
頁
）。
中
村
の
「
教
法
」
概
念
が
「
儒
学
的
な
思
考
」（
同
：�

二
一
五
頁
）
に
根
ざ
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
宗
教
と
国
家
の
問
題

系
は
、
儒
学
と
宗
教
と
国
家
の
問
題
系
へ
と
拡
張
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

　

李
氏
は
、
清
末
の
厳
復
と
朝
鮮
末
期
に
生
ま
れ
た
朴
殷
植
を
取

り
上
げ
、
二
〇
世
紀
初
め
の
清
国
と
大
韓
帝
国
に
お
け
る
儒
学
と

進
化
論
の
融
合
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
近
代
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
進
化
論
の
受
容
史
と
い
う
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
は
ゴ
ダ
ー
ル
氏
の
い
う
進
化
論
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
も
展
望
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

三
人
の
今
後
の
研
究
の
深
化
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。
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